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シリーズ

　大川の佐々木海
か

偉
い

さん（19 歳）は、
この春いわて林業アカデミーを卒業。
４月から家業の林業に従事します。
　林業をひととおり勉強して、将来は
機械オペレーターを目指しています。

キキララッッとと光光るる人人 ❷
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町
の
子
育
て
支
援
の
現
状
は

危
機

平成 30 年度 令和５年度
子育て支援予算の総額は

子ども（18 歳以下）1 人当たりにすると

※町の 48の子育て支援の予算額　　R5 年度の18 歳以下の人口は4 年12月末値

4172 万円増：10.7%増

14万 8千円増：42.7%増

3 億 9113 万円 4 億 3285 万円

34 万 7 千円 49 万 5 千円

グラフ-1　人口・出生数・婚姻件数の推移図 1

　
本
町
で
令
和
４
年
の
１
年
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
数
は
19
人
。
町
の
統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
20
人

を
下
回
り
、
少
子
化
が
急
速
に
進
む
危
機
的
な
状
況

で
す
。

　
本
町
で
は
妊
娠
・
産
後
期
か
ら
大
学
ま
で
、
48
の

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
30
年
度
と
令
和
５
年
度
の
子
育

て
支
援
予
算
を
比
較
し
、
現
状
と
議
会
が
要
望
・
提

案
し
予
算
化
さ
れ
た
事
業
を
特
集
し
ま
す
。

危機  出生数が 20 人を下回る 危機  出生数が 20 人を下回る特 集 特 集

安心して子どもを産み育てられる環境づくりを　千葉凛
り

乃
の

ちゃん（小本・０歳）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

婚
姻
件
数
も
減
少

　
婚
姻
件
数
を
み
る
と
、

平
成
30
年
は
28
件
。
令
和

２
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
２
年
は

28
件
、
３
年
は
14
件
、
４

年
は
19
件
（
30
年
度
比

32
・
１
％
減
）
と
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

出
生
数
は
30
年
は
36

人
。
２
年
は
34
人
、
３
年

は
37
人
と
30
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、
４
年
は
19

人
（
30
年
度
比
47
・
２
％

減
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

�

【
グ
ラ
フ−

１
参
照
】

子
育
て
支
援
の
予
算

５
年
で
４
千
万
円
増

　
町
の
子
育
て
支
援
予
算

は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
、

平
成
30
年
度
と
令
和
５
年

度
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

　
30
年
度
の
子
育
て
支
援

予
算
は
総
額
約
３
億
９
千

万
円
。
５
年
度
は
約
４
億

３
千
万
円
と
、
４
千
万
円

程
度
（
10
・
７
％
）
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
額
を
18
歳
以
下
の

人
口
で
割
る
と
、
子
ど
も

１
人
当
た
り
30
年
度
は
約

34
万
７
千
円
。
５
年
度
は

約
49
万
５
千
円
と
14
万
８

千
円
（
42
・
７
％
）
増
額

し
て
い
ま
す
。

�

【
図
１
参
照
】

　
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
少
子
化
対

策
、
子
育
て
支
援
を
今
後

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
出
生
数
は
19
人

と
、
衝
撃
を
受
け
危
機
感

を
強
め
て
い
ま
す
。

　
政
務
調
査
会
は
、
今
後

も
少
子
高
齢
化
対
策
と
し

て
総
合
的
な
政
策
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
子
育
て
支

援
の
更
な
る
拡
充
、
産
業

振
興
で
の
所
得
向
上
、
移

住
定
住
に
よ
る
担
い
手
不

足
対
策
な
ど
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
一

層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
政
務
調
査
会
長

�

坂　
本　
　
昇

年 平成 30 年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年
人口（19 歳以上） 8,280 8,087 7,874 7,653 7,435
人口（18 歳以下） 1,127 1,071 996 938 875
出生数 36 48 34 37 19
婚姻件数 28 38 28 14 19

出
生
数
が　
人
を
下
回
る

20

子育てを笑顔で　明るい未来が見える町に（馬川俊樹さんご家族：岩泉）子育てを笑顔で　明るい未来が見える町に（馬川俊樹さんご家族：岩泉）
とし きとし き

子育て支援
パンフレット
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次
は
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
１
年

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されて
いるのか。これまでの質問などから一部を取り上げ、
その後どうなったか追跡します。

旧
二
升
石
小
学
校
の
活
用
は

民
間
企
業
に
無
償
貸
し
付
け

空き校舎

　スポ少の練習で小川から岩泉まで通っ
ています。今回の町の交通費支援に感謝
しています。
　児童数が減り、団体スポーツが難しく
なっていますが、息子と一緒に頑張ります。

交通費の支援
感謝してます

小笠原巧
こう

大
だい

さん
（小川・32歳）

まま ちち 声声のの

　祝い金制度はとても助かります。
子どもが生まれるといろいろな経費
がかかるので、今回の増額は出産家
庭にとってありがたいことです。
　併せて、１歳未満児の支援策があ
ればいいなと感じています。

今回の増額
ありがたい

小泉麻
ま

喜
き

さん・智
ち

洋
ひ

朗
ろ

くん
（岩泉・35歳、1歳）

まま ちち 声声のの

出
産
祝
い
金
を
増
額

一
律
10
万
円
へ
改
正

　
い
わ
い
ず
み
っ
こ
祝
い
金
（
出
産
祝
い
金
）

は
お
子
さ
ま
の
誕
生
を
祝
福
す
る
た
め
、
平
成

14
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
子
育
て
支
援
策
で
す
。

　
議
会
政
務
調
査
会
（
坂
本
昇
会
長
）
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
２
年
続
け
て
、
少
子
化
対
策
と

し
て
出
産
祝
い
金
の
増
額
を
町
へ
要
望
し
て
き

ま
し
た
。

　
５
年
第
１
回
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
条
例
改

正
案
を
可
決
し
、
出
生
児
１
人
一
律
10
万
円
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
祝
い
金
額

第
１
子�

５
万
円

第
２
子�

７
万
円

第
３
子
以
降�

10
万
円

　
出
生
児
１
人
に
つ
き
一

律
10
万
円
を
支
給
す
る
こ

と
に
決
定
。

【
関
連
11
㌻
】

３
年
第
２
回
定
例
会

�

【
一
般
質
問
】

少
子
化
で
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
構
成

地
域
が
広
範
囲
化
し
、
送

り
迎
え
な
ど
保
護
者
の
負

担
が
増
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
町
は
支

援
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
た
仲

間
づ
く
り
や
健
全
育
成
の

取
り
組
み
は
重
要
。
関
係

者
の
意
見
を
聴
き
調
査
検

討
す
る
。

４
年
第
２
回
定
例
会

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
送

迎
費
補
助
を　
請
願
採
択

５
年
第
１
回
定
例
会

　
平
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
参
加
す
る
児
童
の

保
護
者
に
、
送
迎
に
か
か

る
費
用
の
一
部
支
援
す
る

こ
と
を
決
定
。

児
童
１
人
・
１
回
当
た
り

小
川
地
区
・
釜
津
田
地
区

�

４
０
０
円

小
本
地
区
・
有
芸
地
区

�

３
０
０
円

子どもは町の宝物　根木地萌
も も か

々花ちゃん（岩泉・０歳）

スポ少などの
送迎費を支援

好きなスポーツを楽しめる環境を

答 問

　
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
で
学
校
の
統
廃
合
が
進

み
、
空
き
校
舎
が
増
え
て
い
ま
す
。
議
会
で
は
、
幾

度
と
な
く
活
用
策
を
提
言
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧
二
升
石
小
学
校
を

リ
ン
グ
ロ
ー
㈱
（
碇い

か
り

敏と
し

之ゆ
き

代
表
取
締
役
）
に
無
償
で

貸
し
付
け
る
こ
と
を
可
決
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
相
談
な
ど

地
域
貢
献
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
年
第
３
回
定
例
会

�

【
一
般
質
問
】

空
き
校
舎
の
活
用
プ

ラ
ン
は
。

民
間
活
力
を
産
業
や

地
域
振
興
に
つ
な
ぐ

よ
う
、
全
国
に
情
報
発
信

し
て
い
く
。

　
文
部
科
学
省
が
運
営
す

る
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
※
」
に
町
の
廃

校
情
報
を
掲
載
・
Ｐ
Ｒ
。

５
年
第
１
回
定
例
会

旧
二
升
石
小
学
校

　
リ
ン
グ
ロ
ー
㈱
に
無
償

貸
し
付
け

◆
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
販
売

◆
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
無
料
相
談

◆
地
域
住
民
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
無
料
開
放

答 問

民間活力による地域のにぎわいに期待（旧二升石小）

３月に閉校した安家小の有効活用も望まれます

　安家小の活用には、産直施設など
さまざまな意見が出されています。
　高齢化が進み、マンパワー不足が
懸念されるので、慎重な対応が必要
です。

安家小の活用
慎重な対応を

大﨑　忠
ただ

一
かず

さん
（安家・75歳）

まま ちち 声声のの

　二升石小が閉校し寂しく思ってい
ました。民間活用を聞き嬉しいです。
施設開放などの説明で明るい気持ち
になりました。協力して元気な二升
石にしていきたいです。

民間活用は
嬉しいです

三上　守さん
（二升石・57歳）

まま ちち 声声のの

危機  出生数が 20 人を下回る特 集

（※）�全国の廃校施設情報を集約・発信する取り組みやイベントの開催、廃校活
用事例の紹介などで廃校活用を推進
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次の世代につなげる１年
復興まちづくりの成果を生かして

咲
き
誇
れ
３
つ
の
花

�

町
長
施
政
方
針

（
要
約
）
台
風
災
害
か
ら

の
復
旧
の
完
遂
と
復
興
の

推
進
を
重
点
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
本
町
が
直
面
す
る
少
子

高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
克
服
す
る
た
め

「
集
中
と
選
択
」
の
施
策

展
開
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
岩
泉
町
」

が
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
、
こ
の
地
を
訪

れ
た
い
、
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
選
ん
で
い

た
だ
け
る
町
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
復
興
の
歩

み
の
中
で
得
ら
れ
た
学
び

と
経
験
を
基
に
、
課
題
に

正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
て

い
く
。
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
一
つ
一
つ
答
え
を

見
い
だ
し
な
が
ら
「
希
望

の
光
」
が
見
え
る
政
策
を

実
行
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
９
日
か
ら
３

月
10
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
演
述
（
※
）
で
中
居

健
一
町
長
は
「
本
年
度
は
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
後
期

基
本
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
を
生
か
し
、
岩
泉
町
を
次
の
世
代

に
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
重
要
な
１
年
に
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

 

町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
５
年
度
当
初
予
算
を
含

む
議
案
32
件
と
同
意
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を

全
会
一
致
で
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

施政方針演述を行う中居町長

町長施政方針

復
興
の
学
び
と
経
験
で

諸
課
題
に
立
ち
向
か
う

小学校で培った学びを次のステージ中学校へつなげて（岩泉小学校卒業式）

（※）�町長が各年度の町政運営の基本方針や主な施策を示すもの（※1）�病院を受診した際、世帯の所得に応じて窓口での医療費の支払いが限度額までの支払いか
負担が無しになること。

（※2）�地域産業の担い手確保のため、季節ごとの労働需要に応じて複数の事業者の仕事に従事す
る労働者派遣などを行う事業協同組合

　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
最
も
基
本
と
な
る
最
上
位

計
画
で
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
の
「
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ
ラ

ン
後
期
基
本
計
画
」。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
地
域

で
町
政
懇
談
会
を
実
施
し
、
町
の
現
状
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
目
標
に
掲
げ
る
３
つ
の
花「
生
き
が
い
の
花
」

「
暮
ら
し
の
花
」「
な
り
わ
い
の
花
」
ご
と
に
、
５
年

度
の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

これからも岩泉町に住み続けたいと思うか

住み続けたい
295人
（37%）

無回答
22人（3%）

できれば
住み続けたい
357人（45%）

できれば
町外に出たい
94人（12%）

町外に出たい
29人（3%）

調査対象者：18歳以上の岩泉町民
調 査 人 数：2,215 人
有 効 票 数：797 人

岩泉町未来づくりプラン後期基本計画住民アンケート

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
を
制
定

�

【
議
員
発
議
】

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
以
下
、「
新

保
護
法
」）」が
改
正
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
が
一

本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
保
護
法
で
は
、
地
方

議
会
が
対
象
か
ら
除
外
。

町
議
会
が
保
有
す
る
個
人

情
報
を
保
護
し
、
執
行
機

関
と
手
続
き
や
取
扱
い
に

違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
、

新
た
に
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
を
独
自
に

制
定
し
ま
し
た
。

教育長の選任に同意
　町の教育長に袰

ほろ

岩
いわ

千
ち

裕
ひろ

さん（岩泉・68歳）
を任命することに同意
しました。任期は４月
１日から３年間です。

地域資源を活用し
新しい価値が咲き誇る
なりわいの花づくり

安全安心で
豊かな生活が咲き誇る
暮らしの花づくり

誰もが健康で学び
幸せな生涯が咲き誇る
生きがいの花づくり

◆農業
　大牛内地区に畑わさびの大規模団
地化圃

ほ
場を追加整備� 200 万円

◆林業・木材産業の雇用創出
　新規作業従事者と雇用事業者に奨
励金を交付� 144 万円【関連 11㌻】

◆観光の振興
　龍泉洞周辺の環境整備
　アウトドア体験型コンテンツを組
み合わせ、滞在時間を充実 ◆町道の整備

・下岩泉４号線の舗装工事
� 4400 万円
・森の越中央線・中央支線の
　改良工事� 5060 万円

◆防災・減災対策
　小本漁港水門の補修工事
� １億 2843 万円

◆移住・定住対策
　特定地域づくり事業協働組合
（※２）の設立

◆健康づくり
　がん検診を無料化� 1687 万円

◆子育て環境づくり
　出産祝金を拡充【関連 4・11㌻】
　医療費助成の現物給付（※１）を
高校生まで拡大（本年８月から）

◆高齢者福祉
　避難所での生活が困難な高齢者の
ため、簡易ベッドなどの災害用備品
を整備� 196 万円

下岩泉４号線下岩泉４号線

林間での畑わさび林間での畑わさび

定例会のあらまし定例会のあらまし

次
は
、
が
ん
検
診
を
無
料
化
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次
は
、
岩
泉
高
校
と
の
連
携
は

一般会計 101 億 700 万円の内訳

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の

財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】

町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
な
ど

か
ら
借
り
た
お
金

【
人
件
費
】
職
員
の
給

与【扶
助
費
】
児
童
手
当

や
医
療
費
助
成

【
公
債
費
】
事
業
を
行

う
と
き
に
借
り
た
お
金

の
返
済
金

【
物
件
費
】
旅
費
や
消

耗
品
費

【
維
持
補
修
費
】
公
共

施
設
の
維
持
・
管
理
費

【
補
助
費
】
補
助
金
や

交
付
金
な
ど

【
普
通
建
設
事
業
費
】

道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
費

【
災
害
復
旧
事
業
費
】

自
然
災
害
な
ど
で
壊
れ

た
公
共
施
設
を
復
旧
す

る
費
用

お
し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

町税
7億1344万円
(7.1％)

国庫支出金
7億9344万円(7.8％)

県支出金
3億9063万円
(3.9％)

町債
(借入金)
9億600万円
(9.0％) 交付金など

2億7540万円
(2.7％)

その他
17億1889万円
(17.0％)

歳　入（入ってくるお金）

地方交付税
（国から交付
されるお金）
53億920万円
(52.5％)

依存財源
（国や県、借入金に頼るお金）

(75.9％)

自主財源
（町で集めるお金）

(24.1％)

歳　出（支払うお金）

義務的経費
(42.7％)

その他
(44.1％)

投資的経費
(13.2％)

物件費
14億655万円
(13.9％)

補助費など
17億5301万円
(17.3％)

維持補修費
2億4288万円
(2.4％)

普通建設事業費
12億6534万円
(12.5％)

その他
10億5745万円
(10.5％)

災害復旧事業費
7000万円
(0.7％)

扶助費
5億3745万円
(5.3％)

人件費
18億6462万円
(18.5％)

公債費
19億970万円
(18.9％)

5 年度　各会計の当初予算額
会　　計　　名 予算額 伸び率

一　　般　　会　　計 101億 700万円 7.6%

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 11億5060万円 0.9%

診療施設勘定 3740万円 3.9%

後 期 高 齢 者 医 療 1億2710万円 △0.1%

介 護 保 険
事 業 勘 定 15億5580万円 0.5%

サービス事業勘定 1150万円 1.8%

観 光 事 業 1億9100万円 12.9%

公 共 下 水 道 事 業 4億 490万円 26.0%

大 川 財 産 区 470万円 △9.6%

合　　　　　　　　計 135億9000万円 6.6%

水道事業（公営企業会計） 8億5698万円 61.4%

一般会計当初予算と人口の推移

0

5,000

10,000
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（人）
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4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

9
3
億
9
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万
円

9
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億
9
3
0
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万
円

1
0
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億
7
0
0
万
円

1
0
1
億
7
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9,958人
9,496人

9,281人9,281人

10,398人10,398人

10,170人10,170人
9,736人9,736人 8,987人8,987人

8,845人8,845人
8,458人8,458人

8,198人8,198人

26 27 28 29 30 31 2 3 4 5（年度）

当初予算額の推移 人口

（百万円）

町民会館の屋根改修工事町民会館の屋根改修工事（２カ年）（２カ年）
35893589万円万円

大牛内育成牧場の牛舎を増改築大牛内育成牧場の牛舎を増改築
11981198万円万円

がん検診の無料化  がん検診の無料化  16871687万円万円

　パソコンが職員室にしか無いため、
日誌の入力などをする際、子供から目
を離すことができず大変でした。
　システムの導入で、負担軽減になる
ことを期待しています。

システム導入で
負担軽減に期待

まま ちち 声声のの

　町の健診を毎年受け、安心して生活し
ています。
　がん検診の無料化はとてもありがたく、
できればずっと続けてほしいです。保健
師さんの親切な指導にも感謝しています。

八重樫定
て

津
つ

彰
あき

さん
（岩泉・61歳）

まま ちち 声声のの

が
ん
検
診
を
無
料
化

�
早
期
治
療
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を

　
令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
図
る
た
め
、
検
診
の
個
人
負
担
金
を
無
料

化
。
早
期
治
療
に
つ
な
げ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医

療
費
の
抑
制
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
大
牛
内
育

成
牧
場
の
受
入
頭
数
の
増
頭
を
図
る
、
入
牧
管
理
牛

舎
の
増
築
と
育
成
牛
舎
を
一
部
改
修
す
る
工
事
費
な

ど
20
件
で
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算

１
０
１
億
７
０
０
万
円

　
５
年
度
一
般
会
計
と
６

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
総
額
は
、
１
４
４
億

４
６
９
８
万
円
。
う
ち
一

般
会
計
は
１
０
１
億
７
０

０
万
円
で
、
前
年
度
か
ら

７
億
１
４
０
０
万
円
の
増

（
７
・
６
％
）
で
す
。

　
主
な
要
因
は
、
昨
年
度

は
予
算
編
成
時
と
町
長
選

挙
が
重
な
り
、
骨
格
予
算

（
政
策
的
経
費
を
除
く
、

経
常
的
な
経
費
を
中
心
に

編
成
し
た
予
算
）
で
あ
っ

た
た
め
で
す
。

　
政
策
的
経
費
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
後
の
予
算
額
と

比
較
す
る
と
、
前
年
度
か

ら
４
億
９
２
９
２
万
円
の

増
（
５
・
１
％
）
と
な
り

ま
す
。

無料になるがん検診
＊胃がん検診 1500 円
＊肺がん検診 500 円
＊大腸がん検診 500 円
＊子宮がん検診 1300 円
＊乳がん検診

1500～3000 円
※金額は４年度の個人負担額

こども園の保育業務支援こども園の保育業務支援
システムを整備システムを整備【関連 11㌻】【関連 11㌻】

335335万円万円

定例会のあらまし定例会のあらまし

無料化ずっと
続けてほしい

藤田　由
ゆう

子
こ

さん
（こがわこども園）

当初予算の
概要
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問　
集
中
と
選
択
と
い
う

に
は
あ
ま
り
に
も
膨
大
な

事
業
。
ど
の
よ
う
に
手
綱

を
取
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
事
業
を
一
つ
一
つ
見

直
し
、
費
用
対
効
果
も
含

め
選
択
す
る
。各
年
度
で
、

重
点
的
・
積
極
的
に
や
る

も
の
に
め
り
は
り
を
つ

け
、
時
代
変
化
を
見
定
め

な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
。
多
様

な
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

高　校

進
学
支
援
者
の
卒
業
後
は

本
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

真剣なまなざしでプロジェクトのワークショップに参加する岩泉高校生

岩泉高校との連携は
K

き ず き

IZUKI プロジェクトに町のサポートを

　
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
坂
本
昇
委
員
長
）

は
、
３
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で

開
き
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
は
、
岩
泉
高
校
の
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
大
学
進
学
支
援
の
状

況
、
林
業
・
木
材
産
業
の
雇
用
対
策
な
ど
へ
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

新年度予算審査特別委員会新年度予算審査特別委員会

岩
泉
高
校
が
取
り
組

ん
で
い
る
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｋ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
）

は
、
特
色
あ
る
事
業
で
あ

る
。
町
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

町
内
中
学
校
と
田
野

畑
中
で
成
果
発
表
を

し
た
際
の
橋
渡
し
や
日
程

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

意
見
や
問
題
意
識
を

解
決
へ
つ
な
げ
る
よ
う
な

町
の
関
わ
り
方
の
検
討
は
。

高
校
側
と
の
打
合
せ

の
中
で
、
町
に
何
を

望
む
か
、
ど
う
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
聴
い
て
い
き

た
い
。大

学
進
学
支
援
を
受

け
た
人
で
、
大
学
を

卒
業
し
た
の
は
何
人
か
。

就
職
先
は
。

令
和
元
年
度
か
ら
で

11
人
が
卒
業
。
就
職

先
は
把
握
し
て
い
な
い
。

本
年
度
の
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
卒
業
後
の

希
望
は
盛
岡
管
内
２
人
、

県
内
６
人
、
ほ
か
は
仙
台

な
ど
。
岩
泉
町
や
宮
古
管

内
は
い
な
か
っ
た
。

大
学
進
学
か
ら
卒
業

ま
で
に
、
町
と
の
関

係
性
を
保
て
る
よ
う
、
中

学
校
や
高
校
で
町
の
補
助

金
や
支
援
を
話
す
説
明
な

ど
必
要
で
は
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

今
後
の
町
と
の
関
わ

り
に
小
中
学
生
の
学
習
補

助
、三
セ
ク
で
イ
ン
タ
ー

ン
、岩
泉
高
校
で
の
講
演

な
ど
が
あ
っ
た
。町
に
関
心

を
持
ち
、関
係
を
継
続
し

て
い
く
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

答 問答 問

答 問

答 問

　子どもが今度国立大学 3 年生になり
ます。町の進学支援で授業料が一部補
助され、ありがたく大変助かっています。
家族や町のことを思い、応援していくよ
うな“ひと”に大きく育ってほしいです。

家族や町を
思うひとに

佐々木葉
よう

子
こ

さん
（大川・48歳）

まま ちち 声声のの

　
３
こ
ど
も
園
内
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整

備
。
保
育
室
に
保
育
業

務
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整

備
す
る
。

　
保
育
士
の
業
務
改
善

と
園
児
や
保
護
者
と
向

き
合
う
時
間
の
増
加
を

図
る
。

事
業
の
概
要

子育て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
委
託
先
は

現
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
業
者

（※）�生徒の主体性を育むために、教育や社会、広く世界が抱える課題を深く探究する総合学習の
一環。生徒が自らの力で課題を発見し、その解決のためのプロセスを編み出していく。

こ
ど
も
園
内
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
で
、
事

業
費
が
１
６
０
万
円
と
高

額
で
あ
る
。
委
託
先
と
内

容
は
。現「

お
が
ー
る
シ
ス
テ

ム
」を
導
入
し
た
業

者
を
予
定
し
て
い
る
。現

在
、協
議
調
整
中
で
あ
る
。

カ
ー
ド
作
成
の
通
知

が
来
な
か
っ
た
と
い

う
高
齢
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
な
い
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
受

給
者
を
中
心
に
発

送
。届
か
な
い
人
が
い
る
。

届
か
な
い
人
へ
は
、

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

な
ど
で
周
知
し
て
い
る
か
。

答 問マイナカード

高
齢
者
に
は
個
別
通
知
を

全
体
へ
の
周
知
を
数
多
く

周
知
不
足
を
反
省
し

て
い
る
。
再
度
周
知

徹
底
を
図
る
。

高
齢
者
に
は
全
体
的

な
周
知
で
は
な
く
、

個
別
に
通
知
す
べ
き
で
は
。

カ
ー
ド
の
作
成
は
個

人
の
判
断
で
あ
り
、

全
体
へ
の
周
知
を
今
後
数

多
く
行
っ
て
い
く
。

答

答答

問

問

問

林　
業
現従事者との差に問題は
新規従業者の確保が第一

林
業
・
木
材
産
業
の

雇
用
対
策
事
業
は
、

奨
励
金
を
新
規
従
事
者
個

人
へ
支
給
す
る
の
か
。

従
事
者
個
人
へ
直
接

交
付
す
る
。

現
従
事
者
と
差
が
生

じ
る
が
問
題
な
い
か
。

必
要
な
場
合
は
改
善

を
し
な
が
ら
、
事
業

の
目
的
で
あ
る
新
規
作
業

従
事
者
の
確
保
を
第
一
に

取
り
組
む
。

問　
町
長
は
、
就
任
以
来

災
害
対
策
を
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
。
よ
う
や
く

災
害
復
興
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
入
っ
た
。
予
算

編
成
の
中
で
、
町
長
が
特

に
や
り
た
か
っ
た
点
は
。

町
長　
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
中
、
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
町
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
進
め
て
い
き

た
い
。
道
路
の
整
備
や
観

光
振
興
、
危
機
感
を
持
つ

出
生
数
の
減
少
な
ど
、
課

題
が
多
く
あ
る
。
今
住
ん

で
い
る
皆
さ
ん
が
幸
せ
を

感
じ
、
生
き
が
い
を
持
て

る
よ
う
、
課
題
の
解
決
に

積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
。

答答 問問

　若い従事者を積極的に雇用している我
社にはありがたい制度ですが、既に働い
ている職員との差が出ないか心配です。
　今後の業界の発展には町とのタッグが
必要です。

既に働く職員との
差が出ないか心配

差
さし

畑
はた

　正
まさ

樹
き

さん
（㈲差畑林業・37歳）

まま ちち 声声のの

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全
般
に

対
し
て
行
う
も
の
。
一
般
会
計
予
算
案
に
２

議
員
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計

三田地久志委員

千葉泰彦委員

林業の新規作業従事者の増加が課題次
は
、
小
水
力
発
電
に
占
有
料
を
徴
収

会議録

議決結果
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小
水
力
発
電
に

占
有
料
を
徴
収

条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委

員
長
）
は
、
２
月
27
日
と
28
日
に
開
き
、
付
託
さ
れ

た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
は
、
生
態
系
を
維
持
し
た
準
用
河
川

（
※
１
）
の
利
用
や
い
わ
い
ず
み
っ
こ
出
産
祝
い
金

の
増
額
、
国
保
の
特
定
健
診
の
受
診
率
な
ど
へ
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

河　川

小
水
力
発
電
の
収
入
は

年
１
０
５
万
円
見
込
む

※１　準用河川とは？
　河川法に基づき、１級、２級河川以外で市町村長が指
定した河川。これまで町は 28河川、総延長 148㌖を
指定してます。
※２　常時理論水力とは？
　流水占用料の額を算定するための基礎データを使って
求められる、およその水力のパワー。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん

準
用
河
川
を
使
っ
た

小
水
力
発
電
は
取
水

す
る
た
め
に
堰え

ん

堤
を
造
る

が
、条
例
か
別
の
規
則
で
、

魚
道
な
ど
生
態
系
を
維
持

す
る
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

河
川
の
許
可
に
必
要

な
条
件
を
付
す
こ
と

を
含
め
、
小
水
力
を
利
用

さ
せ
な
が
ら
生
態
系
を
維

持
し
て
い
く
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。

小
水
力
発
電
で
、
町

に
入
る
と
考
え
ら
れ

本
年
度
の
生
活
道
整

備
の
実
績
は
。

申
請
が
６
件
。
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
３

件
の
生
活
道
と
１
件
の
農

道
橋
を
整
備
し
た
。

審
査
の
方
法
は
。

審
査
会
で
、
整
備
の

公
益
性
・
公
平
性
・

緊
急
性
・
見
積
書
の
内
容

の
４
つ
の
項
目
を
審
査
し

て
決
定
す
る
。

本
年
度
の
特
定
健
診

受
診
率
は
。

4５
・
９
％
で
、
昨
年

度
よ
り
減
少
し
た
。

他
自
治
体
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

３
年
度
か
ら
一
人
一

人
の
健
診
結
果
に
合

い
わ
い
ず
み
っ
こ
出

産
祝
い
金
の
増
額

は
、
成
長
期
の
時
期
も
考

慮
し
検
討
し
た
か
。

ど
う
い
っ
た
支
援
策

が
町
の
子
育
て
家
庭

に
合
う
の
か
、
関
係
課
で

協
議
し
て
き
た
。
５
年
４

月
か
ら
こ
ど
も
家
庭
庁
が

創
設
さ
れ
、
今
後
国
の
子

　町や事業者には、川の水量変化な
ど事業を進める前に、松ケ沢地区
民が納得する充分な説明をお願いし
ます。

　特定健診は毎年受けています。結
果がここ数年Ｂなので、お酒を控え
るようにしています。目標はオール
Ａです。

納得する説明
お願いします目標はオールＡ 中山　孝さん

（安家・83歳）
箱石　大

だい

樹
き

さん
（岩泉・35歳）

まま ちち 声声ののまま ちち 声声のの

る
固
定
資
産
税
な
ど
、
収

入
部
分
は
ど
う
な
る
か
。

固
定
資
産
税
は
施
設

規
模
が
出
な
い
と
把

握
で
き
な
い
。
町
内
で
計

画
さ
れ
て
い
る
小
水
力
発

電
の
試
算
一
例
で
は
、
常

時
理
論
水
力
（
※
２
）
の

値
が
４
５
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
、
約
90
世
帯
分
の
電
力

規
模
で
年
間
お
よ
そ
１
０

５
万
円
の
占
用
料
が
発
生

す
る
こ
と
に
な
る
。

＊
準
用
河
川
の
占
用
料
を

定
め
る
た
め
条
例
を
制
定

答

答

問問

大きくなって帰ってきてね（小本小：サケの稚魚放流）

生
活
道
生活道整備での審査方法は
緊急性・公益性などで審査

答 問答 問

　台風災害で橋が流された後、沢向
かいの田畑に行くのに苦労していま
した。農道橋の申請をし、採択され
整備できたので、町と、この制度に
感謝しています。

台風災害の後
苦労していた

上舘　国男さん
（小川・82歳）

まま ちち 声声のの

生活道補助金で整備された生活橋

国　保

特
定
健
診
受
診
の
状
況
は

３
年
度
は
県
内
で
４
位
に

子育て

第
３
子
の
出
生
数
は

全
17
人
の
う
ち
２
人

わ
せ
た
受
診
勧
奨
を
行

い
、県
内
４
位
に
な
っ
た
。

本
町
は
今
後
受
診
率

の
目
標
値
を
ど
こ
に

設
定
し
て
い
く
か
。

国
の
目
標
は
60
％
と

具
体
的
な
数
字
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
れ
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

育
て
支
援
策
が
示
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
町
の
支
援
策
の
形
を

検
討
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
と
し
て

は
、
第
３
子
以
降
の

出
産
が
な
け
れ
ば
人
口
が

増
え
な
い
。
一
律
で
は
な

く
、
第
３
子
以
降
は
も
っ

と
増
額
す
べ
き
で
な
い
か
。

段
階
的
な
増
額
も
検

討
し
た
が
、
婚
姻
数

の
減
少
や
晩
婚
化
な
ど
の

状
況
や
他
市
町
村
の
状
況

も
み
て
一
律
と
し
た
。

４
年
度
の
出
生
数

と
、
そ
の
う
ち
第
３

子
の
人
数
は
。

本
年
度
、
現
在
ま
で

の
出
生
児
は
合
計
17

人
。
第
１
子
が
８
人
、
第

２
子
が
６
人
、
第
３
子
が

２
人
、
第
４
子
が
１
人
で

あ
る
。

特定検診　　受診率の推移
年　　度 H20 H25 H30 R1 R2 R3
対象者 人 3,067 2,382 1,823 1,736 1,743 1,720

特定健診
受診率 ％ 40.4 47.6 49.8 47.5 47.4 52.3

県内順位 位 19/35 13/33 11/33 18/33 11/33 4/33

答 問答 問

答 問

答 問

答

問

答 問

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

仲良し３兄妹（昆野真
まな

永
と

くん７歳、鈴
すず

愛
な

ちゃん2歳、奏
かな

海
た

くん４歳（岩泉））
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町の考えを問う

9人の議員が登壇

坂
さ か

本
も と

　　昇
のぼる

 議員

畠
はたけ

山
や ま

　昌
ま さ

典
の り

 議員

八
や

重
え

樫
が し

龍
りゅう

介
す け

 議員

三
み

田
た

地
ち

久
ひ さ

志
し

 議員

佐
さ

藤
と う

　安
や す

美
み

 議員

林
はやし

﨑
ざ き

竟
きょう

次
じ

郎
ろ う

 議員

千
ち

葉
ば

　泰
や す

彦
ひ こ

 議員

畠
はたけ

山
や ま

　和
か ず

英
ひ で

 議員

三
み

田
た

地
ち

泰
や す

正
ま さ

 議員

⃝電気料値上げ支援は

⃝子育て支援の拡充を

⃝駅舎活用で交流人口拡大を

⃝労働者協同組合の活用を

⃝雇用安定対策の拡充を

⃝早急に給食費無償化を

⃝龍泉洞再整備の民間活用は

⃝グリーン社会の取り組みは

⃝農地地域計画の見通しは

＊その他の質問
　事務事業の見直し　人口減少対策

＊その他の質問
　ふれあいらんど岩泉整備の進捗状況は　（一社）岩泉町スポーツ協会への支援強化を

＊その他の質問
　国保税を高校生まで軽減を　乳幼児・児童・妊産婦の医療費助成を自己負担無しに

＊その他の質問
　「町未来づくりプラン」の推進　計画を進める組織、職員体制と職員像　民生委員の役割と活動

＊その他の質問
　部活動の地域移行の取り組みは　こども家庭庁創設に伴う体制は　教育長の教育方針

（15㌻）

（15㌻）

（16㌻）

（16㌻）

（17㌻）

（17㌻）

（18㌻）

（18㌻）

（19㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
９

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
1５

㌻
か
ら
19
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

問 

電
気
料
値
上
げ
支
援
は

答 

国
や
県
の
動
向
を
注
視

問　
「
新
年
度
に
電
気
料

金
35
％
以
上
値
上
げ
」の
報

道
を
受
け
、多
く
の
町
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

支
援
の
考
え
は
。

町
長　
電
気
料
金
値
上
げ

に
伴
う
影
響
は
、
全
国
的

な
も
の
で
あ
る
。
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
財
源

確
保
の
た
め
の
要
望
活
動

を
実
施
す
る
な
ど
町
民
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
対

策
に
努
め
て
い
く
。

問　

畜
産
農
家
は
、
飼

料
・
肥
料
や
生
産
資
材
の

高こ
う
と
う騰

で
非
常
に
厳
し
い
現

実
に
直
面
し
て
い
る
。
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「
最
高
で
す
！
」

み
ん
な
で
言
え
る

ま
ち
づ
く
り

高
騰
の対

策
エ
コ
と

ア
イ
デ
ア
で

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
町
で
は
、
町
全
体
で

子
育
て
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。
保
育
料
な
ど

を
完
全
無
償
化
し
、
町
内

外
に
「
子
育
て
に
全
力
で

取
り
組
む
町
」
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
５
年
度
か
ら
出
産

育
児
一
時
金
の
増
額
や
出

問 子育て支援の拡充を
答 今後更に充実させる

電気代を抑えるため節電を工夫

町の宝・子どもたちにさらなる充実支援を

町
長　
農
業
生
産
資
材
の

価
格
は
、
生
産
物
の
出
荷

価
格
が
上
が
ら
な
け
れ

ば
、
依
然
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
認
識
し
て
い
る
。

　
緊
急
的
な
支
援
は
、
経

営
安
定
の
仕
組
み
の
構
築

を
関
係
機
関
に
要
請
し
て

い
く
。
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
に
く
い
肥
料
や
飼

料
の
生
産
を
生
産
者
や
関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

産
祝
金
を
拡
充
す
る
。

　
保
育
料
の
無
償
化
や
在

宅
育
児
世
帯
の
支
援
も
検

討
し
、
今
後
も
子
育
て
環

境
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
第
三
セ
ク
タ
ー
各
社

は
、
社
会
情
勢
な
ど
で
厳

し
い
経
営
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。
町
内
の
同
業
他

社
と
連
携
し
、
現
状
打
開

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
第
３
セ
ク
タ
ー
の

同
業
他
社
と
の
連
携
は
、

共
に
経
営
強
化
し
て
い
く

上
で
有
効
と
考
え
る
。
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
な

ど
各
社
の
意
向
も
聴
取

し
、
方
策
を
模
索
す
る
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

八重樫龍介議員

問　
旧
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
の
駅

舎
は
、
交
流
人
口
の
拡
大

が
期
待
で
き
る
。
休
憩
用

の
列
車
を
配
置
し
龍
泉
洞

か
ら
（
う
れ
い
ら
通
り
商

店
街
を
経
由
）
駅
舎
ま
で

の
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
利
用
者
に
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
現
在
、
駅
舎
は
鉄

道
フ
ァ
ン
や
名
城
大
学
の

協
力
で
一
部
を
活
用
し
て

い
る
。

　
列
車
の
配
置
は
、
維
持

管
理
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

　
利
用
者
向
け
の
サ
イ
ク

ル
マ
ッ
プ
は
作
成
し
事
業

展
開
を
図
っ
て
き
た
。
今

後
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く

な
る
よ
う
見
直
し
を
検
討

す
る
。

問　

無
償
譲
渡
さ
れ
た

レ
ー
ル
は
鉄
瓶
や
文
鎮
に

加
工
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
考

え
ら
れ
る
が
見
解
は
。

町
長　
1５
・
６
㌖
の
レ
ー

ル
や
１
万
１
千
本
の
枕
木

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
の

可
能
性
が
あ
り
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

問 駅舎活用で交流人口拡大を
答 周遊を促す事業展開を図る

錆
び
つ
い
た

レ
ー
ル
も
知
恵
で

磨
き
上
げ

一般質問・答弁
全文はこちらから

組
合
で関

係
人
口

作
り
出
す

問 

労
働
者
協
同
組
合
の
活
用
を

答 

全
国
の
事
例
な
ど
調
査
研
究

問　

４
年
10
月
施
行
の

「
労
働
者
協
同
組
合
法
」

（
※
１
）
は
、
地
域
の
課

題
を
解
決
し
、
持
続
可
能

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

ふるさとCM大賞で初入賞（早坂高原）

旧 JR岩泉線の残された財産の活用を

な
地
域
社
会
の
実
現
へ
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。「
関
係
人
口
」
を

築
く
た
め
に
活
用
で
き
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
制
度
の
活
用
は
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

新
た
な
担
い
手
の
確
保
、

町
外
か
ら
組
合
員
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
関

係
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
る
。
全
国
の
事
例
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
地
域
活
性
化
起
業
人

（
※
２
）
の
現
在
の
活
動

状
況
は
。

町
長　
昨
年
10
月
か
ら
１

人
派
遣
を
受
け
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
県

知
事
賞
受
賞
）
の
動
画
製

作
の
助
言
や
空
き
家
情
報

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介

す
る
な
ど
町
の
知
名
度
の

向
上
と
な
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

問 

雇
用
安
定
対
策
の
拡
充
を

答 

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

問　

町
長
は
施
政
方
針

で
、
林
業
は
３
つ
を
柱
と

し
た
事
業
（
※
１
）
を
推

進
し
、
持
続
あ
る
発
展
に

努
め
る
と
掲
げ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
新
た
な「
雇
用
安

定
対
策
事
業
」は
、対
象
者

を
法
人
事
業
者
に
限
定
し

て
い
る
。個
人
事
業
主
ま
で

拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
森
林
、
林
業
、

木
材
産
業
振
興
に
関
す
る

事
業
計
画
を
５
年
度
か
ら

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
対
象
者
を
法
人
事
業

者
に
限
定
し
た
こ
と
は
、

新
規
就
労
者
の
福
利
厚
生

給
食
無
償
で

子
育
て
負
担

ゼ
ロ
目
指
す

格
差
な
し

雇
用
対
策

個
も
望
む

佐藤　安美議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
学
校
給
食
費
の
無
償

化
が
、
県
内
や
全
国
で
急

速
に
広
が
っ
て
い
る
。
給

食
費
の
無
償
化
は
、
す
べ

て
の
子
育
て
世
帯
の
応
援

に
な
る
。

　
国
で
は
「
子
ど
も
家
庭

庁
」
の
設
置
に
よ
り
、
子

育
て
支
援
策
を
充
実
・
強

化
す
る
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
喫
緊
の
課
題
で
待
っ

問 早急に給食費無償化を
答 総合的な支援策で検討

がんばる個人事業主も対象にした雇用対策を

給食を無償化にして子育て世帯の応援を

な
ど
の
待
遇
を
確
保
す
る

こ
と
が
、
広
く
就
労
者
を

募
る
上
で
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

雇
用
安
定
対
策
事
業
の
個

人
事
業
主
へ
の
拡
大
は
、

法
人
事
業
者
と
同
程
度
の

待
遇
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
、
前
向
き

に
検
討
し
、
将
来
的
に
法

人
化
へ
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

て
い
ら
れ
な
い
。
早
急
に

無
償
化
を
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
支
援
を
拡
充
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　
学
校
給
食
は
、

学
校
給
食
法
な
ど
に
基
づ

き
人
件
費
や
光
熱
水
費
、

そ
の
他
の
経
費
を
公
費
で

負
担
し
て
い
る
。
食
材
費

と
し
て
１
食
当
た
り
小
学

校
２
６
０
円
、
中
学
校
２

９
０
円
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
総
額
は
３
年

度
決
算
で
約
１
７
４
０
万

円
。
さ
ら
に
就
学
援
助
制

度（
※
２
）で
約
５
５
０
万

円
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の

施
策
も
注
視
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

（※1）�労働者協同組合（労働者が組合員として出資し、その意見を反映して、自ら従事する組織）
の設立や運営、管理などについて定めた法律

（※2）�町が三大都市圏にある民間企業などの社員を一定期間受け入れ、そのノウハウや知見を生か
して地域活性化を図る制度

（※1）�「素材生産事業体の経営力の向上」「再造林と温暖化対策」「木材産業の活性化と地域内経済
循環」

（※2）�家庭の経済的理由により就学が困難な児童生徒に対する教育費の一部（学用品費や給食費）
を援助する町の制度
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町の考えを問う 町の考えを問う

畠山　和英議員

問　
町
長
施
政
方
針
で
、

「
町
で
は
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
』
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
の
脱
炭
素

化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
の
指
針
と
な

る
推
進
計
画
を
策
定
す

る
」
と
し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

に
向
け
て
は
、
町
を
挙
げ

て
継
続
し
て
取
り
組
む
べ

き
施
策
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
考
え
か
。

町
長　
新
年
度
は
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

む
。
こ
れ
ま
で
整
理
し
た

情
報
を
基
に
、
民
間
主
導

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
推
進
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
な

ど
、本
町
が
持
つ
風
、水
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
豊
富
な

地
域
資
源
を
生
か
し
計
画

し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、脱
炭
素
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
産
業
や
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 グリーン社会の取り組みは
答 再エネ導入を推進していく

町
挙
げ
て

再
生
エ
ネ
に脱

炭
素

一般質問・答弁
全文はこちらから

官
民
で

未
来
に
向
か
い

花
ひ
ら
く

問 

龍
泉
洞
再
整
備
の
民
間
活
用
は

答 

民
間
活
力
も
視
野
に
計
画
策
定

問　
旧
龍
泉
洞
会
館
の
利

活
用
は
目
処
が
つ
い
た
と

の
こ
と
。「
龍
泉
洞
園
地

再
整
備
構
想
」
は
、
旧
龍

泉
洞
会
館
を
利
活
用
す
る

地
元
民
間
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
本
町
の
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
、
観

光
振
興
を
後
押
し
す
る
重

要
な
施
策
で
あ
る
。

　
既
存
の
遊
休
施
設
を
含

め
た
龍
泉
洞
園
地
再
整
備

構
想
の
具
現
化
、
そ
こ
で

の
民
間
活
用
策
の
進し

ん
ち
ょ
く捗と

今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

旧
龍
泉
洞
会
館

は
、
町
内
の
民
間
事
業
者

に
よ
る
施
設
改
修
が
進
め

ら
れ
、
４
月
の
プ
レ
オ
ー

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

更なる賑わいに向けて整備が進む龍泉洞園地

プ
ン
に
向
け
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

今
後
は
、令
和
元
年
度

に
作
成
し
た「
龍
泉
洞
園

地
再
整
備
構
想
」を
具
現

化
す
べ
く
、民
間
活
力
の
導

入
も
視
野
に
入
れ
、関
係

者
一
体
と
な
り
中
長
期
の

整
備
計
画
の
策
定
を
検
討

し
て
い
く
。適
宜
、議
会
と

も
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

歳
重
ね先

人
の
知
恵

さ
ら
に
先

三田地泰正議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
の
改
正
で
、
将
来

の
農
地
利
用
を
検
討
す
る

「
地
域
計
画
」
策
定
が
本

格
化
す
る
。

　
現
行
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
具
体
化
が
基
本

に
な
る
と
考
え
る
が
、
現

状
と
課
題
、
地
域
農
業
活

性
化
に
向
け
た
地
域
計
画

の
見
通
し
を
伺
う
。

問 農地地域計画の見通しは
答 全域で６年度までに策定

地域農業の活性化となる計画を（宮本地区）

町
長　
地
域
の
中
心
経
営

体
で
あ
る
担
い
手
の
不
足

と
、
中
山
間
地
域
で
は
、

小
さ
な
農
地
が
点
在
し
生

産
規
模
の
拡
大
が
難
し
い

現
状
で
あ
る
。

　
水
田
の
畑
地
化
や
農
地

の
集
約
で
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
振
興
作
物
の
生

産
面
積
の
拡
大
を
図
り
、

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
農
地
所
有
者
の
意
向
を

十
分
に
く
み
取
る
た
め
、

農
業
委
員
会
な
ど
の
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
個
別
訪
問
や
話
し
合

い
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　
国
が
求
め
る
令
和
６
年

度
ま
で
に
、
町
内
全
域
で

地
域
計
画
を
策
定
し
た
い
。

議
会
の
施
策
要
望
に

町
は
ど
う
答
え
た
か

指
定
避
難
所
の
見
直
し
な
ど

８
項
目
の
施
策
を
町
に
要
望

　
町
議
会
と
町
議
会
政
務

調
査
会
（
坂
本
昇
会
長
）

は
４
年
12
月
９
日
、
５
年

度
の
町
施
策
に
対
す
る
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
総
務
部
会
（
畠
山
昌
典

会
長
）
と
産
業
部
会
（
三

田
地
久
志
会
長
）
の
２
つ

の
部
会
で
構
成
さ
れ
る
政

務
調
査
会
は
、
１
年
間
の

調
査
・
研
究
を
踏
ま
え
、

毎
年
、
施
策
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
５
年
度
は
、
指
定
避
難

所
の
見
直
し
な
ど
８
項
目

を
要
望
し
ま
し
た
。

指
定
避
難
所
見
直
し
と

福
祉
避
難
所
の
指
定
を

【
要
望
】
▽
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
立
地
す
る
指
定

避
難
所
箇
所
の
見
直
し
を

行
い
、
新
た
な
避
難
所
へ

備
蓄
品
の
移
動
・
整
備
を

図
る
こ
と
▽
福
祉
避
難
所

の
指
定
を
進
め
、
災
害
時

の
直
接
避
難
態
勢
を
構
築

し
、
ベ
ッ
ド
な
ど
備
蓄
品

の
整
備
を
図
っ
て
要
配
慮

者
の
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
―
。

【
回
答
】
▼
町
指
定
避
難

所
５2
カ
所
の
う
ち
18
施
設

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

に
あ
る
。地
理
的
に
見
直

し
が
難
し
い
場
所
も
あ
る

が
、安
全
な
場
所
に
設
置

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
▼
福
祉
避
難
所
の
指
定

は
、施
設
の
指
定
の
検
討

と
施
設
運
営
側
の
理
解・

協
力
を
得
る
た
め
協
議
を

進
め
る
。ベ
ッ
ド
な
ど
備
蓄

品
は
、適
切
な
品
目・数
量

で
計
画
的
に
整
備
を
図

る
―
。

そ
の
他
の
要
望

＊ 

園
児
・
小
中
学
生
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
継
続

＊
出
産
祝
い
金
の
増
額

　
【
４
㌻
参
照
】

＊ 

（
一
社
）岩
泉
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
へ
の
支
援

＊ 

畜
産
・
酪
農
家
へ
の
飼

料
等
価
格
高
騰
に
対
す

る
支
援
対
策

＊ 

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
林
家
支
援

＊
漁
業
後
継
者
の
育
成

＊ 

商
店
・
小
規
模
事
業
者

の
振
興

要望書を中居町長へ手渡す菊地議長次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

▶
本
町
で
も
民
間
で
計
画
が

さ
れ
る
風
力
発
電
風
車
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施設の老朽化
各社で課題に
三セク各社との「議員と語る会」

私
た
ち
が
町
に

望
む
こ
と
と
は

岩
泉
高
校
生
と
の
「
議
員
と
語
る
会
」

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
お
お
ふ
な
と

養
殖
と
栽
培
を

並
行
し
た
農
業

産業常任委員会レポート

橋
はしもと

本　知
さ と み

実さん 畠
はたけやま

山　真
ま ほ

穂さん 佐
さ と う

藤隆
りゅうのすけ

乃介さん 町
まちひら

平　希
き り

凜さん 皆
みなかわ

川　大
ひ ろ や

弥さん 遠
えんどう

藤　未
み う

羽さん 田
た し ろ

代　　灯
あかり

さん

　
総
務
常
任
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委
員
長
）
は
１
月
24

日
、
岩
泉
高
校（
藤
田
知
彦
校
長
、
生
徒
１
２
２
人（
※

１
））
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
議
員
と
語
る
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
（
き
ず
き
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
報
告
の
後
、
高
校
生
が
普
段
感
じ
て
い
る
町

の
課
題
な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

― 

岩
泉
町
で
楽
し
め
る
こ
と
・
面
白
み
の
あ
る
こ
と
の
ア

イ
デ
ア
は�

―

　
自
然
を
生
か
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
散
歩
は
、
都
市
部
に
比

べ
て
交
通
量
が
少
な
く
安
全
で
、
気
晴
ら
し
に
な
り
良
い
と

思
う
。

　
木
を
使
っ
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
は
、
子
ど
も
も
大
人
も

楽
し
め
る
。
乙
茂
に
あ
る
宿
泊
施
設
の
よ
う
な
も
の
が
も
っ

と
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
い
。

― 

岩
泉
町
が
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
は 

―

　
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
。
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
娯
楽
施
設
が

あ
れ
ば
い
い
と
感
じ
る
。

　
娯
楽
施
設
で
な
く
て
も
、
集
ま
っ
て
何
か
で
き
る
場
所
が

ほ
し
い
。
下
校
か
ら
バ
ス
が
来
る
ま
で
に
時
間
が
あ
る
が
、

バ
ス
待
合
所
は
冬
は
寒
く
、
暗
く
て
椅
子
し
か
な
い
た
め
勉

強
し
に
く
い
。

　
歩
道
が
狭
く
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
通
る
と
き
怖
い
。
広
く
し

て
ほ
し
い
。

― 

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
田
代
さ
ん
の
発
表 

―

　
町
が
取
り
組
む
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
林
（
※
２
）
の
認
知
度
向
上

の
た
め
、
町
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
へ
祝
い
品
と
し
て
認

証
林
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
食
器
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
。

議
員　
出
産
祝
い
品
を
町
の
木
で
作
る
と
い
う
の
は
良
い
ア

イ
デ
ア
。
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
く
。

将来は郷土芸能が持つ価値の普及に貢献したい
三
み か み

上　玲
れ お な

央那さん
デジタル人材の育成を

内
うちむら

村　優
ゆ う き

樹さん

目のバリアフリーの施策を
有
ありはら

原　光
みつあき

昭さん
町内の店と連携し観光客がまた来たい町へ

筒
つ つ い

井　穂
ほ の か

乃佳さん

総務常任委員会レポート

（※1）�校長先生と生徒数は令和5年1月現在です。
（※2）�環境、社会、経済のプラスにはたらき、きちんと管理された森林から生産された林産物や、

その他のリスクの低い林産物を使用した製品を目に見える形で消費者に届ける仕組み

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
１

月
31
日
、
三
セ
ク
職
員
の
皆
さ
ん
と
の
議
員
と
語
る

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
社
か
ら
は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

◆ 

岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱（
山
下
欽
也
社
長
）

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
生
乳
価

格
、
脱
脂
粉
乳
や
砂
糖
な

ど
の
副
原
料
、
容
器
の
値

上
げ
に
よ
り
、
昨
年
11
月

か
ら
値
上
げ
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。

　
水
の
工
場
は
老
朽
化
し

て
い
て
機
械
類
の
故
障
が

結
構
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
期
の
改
修
が
必
要

で
す
。

◆ 

㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

　
（
柳
畑
正
勝
社
長
）

　
今
一
番
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
平
均
単
価
の
ア
ッ
プ
で

す
。
有
利
販
売
で
き
る
販

売
先
を
見
極
め
、
選
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
老
朽
化
は
空
調
設
備
や

ボ
イ
ラ
ー
に
顕
著
に
表
れ

て
き
て
い
ま
す
。
一
ツ
苗

代
工
場
は
一
番
古
く
、
４

年
度
は
修
繕
が
重
な
り
高

額
な
修
繕
費
が
か
か
り
ま

し
た
。

◆ 

㈱
岩
泉
総
合
観
光

　
（
下
道
勉
社
長
）

　

龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル

は
、
昭
和
５2
年
４
月
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
4５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
厨
房
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
床
や
天

井
な
ど
大
規
模
な
補
修
が

必
要
な
現
状
で
す
。

　
昼
食
な
ど
の
利
用
者
を

確
保
す
る
た
め
積
極
的
な

営
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

語る会の前に施設見学　わさび加工場

㈱岩泉総合観光の皆さんと ㈱岩泉きのこ産業の皆さん

　
産
業
常
任
委
員
会
は
２
月
７
日
、
大
船
渡
市
の
ア

ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
お
お
ふ
な
と
（
※
）
で
、

魚
の
養
殖
と
水
耕
栽
培
を
並
行
し
て
行
う
循
環
型
農

業
を
調
査
し
ま
し
た
。

農
薬
や
化
学
肥
料

廃
水
ゼ
ロ
な
農
業

　

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス

パ
ー
ク
お
お
ふ
な
と
は
昨

年
９
月
に
開
業
。

　
市
の
下
水
道
浄
化
施
設

で
未
活
用
の
ま
ま
だ
っ
た

土
地
を
活
用
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
だ
け
で
な
く
廃
水

も
ゼ
ロ
。
魚
の
ふ
ん
や
食

べ
残
し
が
栄
養
分
と
な
り

レ
タ
ス
が
育
つ
と
い
う
サ

イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
環
境
負
荷
を
最
小
限

に
留
め
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
も
通
じ
る
次
世
代

型
の
環
境
保
全
型
農
法
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
国
内
外
の
水
道
や

下
水
道
、
資
源
環
境
の
各

分
野
で
事
業
を
展
開
す
る

会
社
な
ど
３
つ
の
会
社
が

集
ま
っ
て
作
っ
た
合
弁
会

社
テ
ツ
ゲ
ン
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
ア
ク
ア
ア
グ
リ
（
株

屋
進
社
長
）
が
取
り
組
む

新
た
な
産
業
施
設
。

循環型農業でレタスの水耕栽培

SDGs

次
は
、
公
共
交
通
を
考
え
る
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シ
リ
ー
ズ

パ
ー
ト
4  

ラ
ス
ト

公
共
交
通
を
考
え
る

　魚や肉がほしいとき、移動販売を
利用しています。電球なども依頼す
れば届けてくれてありがたいです。
最近、販売車が来る回数が減った気
がします。

　知り合いに乗せてもらい通院して
います。町民バスはちょうどいい時
間帯がなく、コミタク（※次㌻）が
落合から病院まで延長すれば便利に
なり大変良いと思います。

　帰りのバス時刻が合わないと、か
なりの時間待たなければならず大変
です。待っている時間や普段のとき
も、勉強できたりする居場所があれ
ば良いなと思います。

魚や肉など
移動販売で

ちょうどいい
時間帯がない

勉強ができる
居場所あれば

中居　チエさん
（安家・82歳）

関口省三郎さん
（釜津田・85歳）

遠藤　未羽さん
（小川・17歳）

まま ちち 声声ののまま ちち 声声ののまま ちち 声声のの

　
買
い
物
や
通
院
、
通
学
な
ど
町
民
の
暮
ら
し
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
交
通
機
関
。
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
公
共
交
通
と
そ
れ
を
補
う
支
援
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
お
伝
え
し
て
き
た
「
シ

リ
ー
ズ
公
共
交
通
を
考
え
る
」。
最
後
と
な
る
本
号

は
、
公
共
交
通
を
総
合
的
に
整
理
し
ま
す
。

　
マ
イ
カ
ー
の
普
及
で
公

共
交
通
に
頼
ら
な
い
生
活

が
広
が
り
、
公
共
交
通
の

利
用
者
が
減
少
。
民
間
の

路
線
バ
ス
な
ど
の
撤
退
に

つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
自
動
車
運
転

免
許
を
自
主
返
納
し
た
高

齢
者
や
免
許
を
持
た
な
い

子
ど
も
な
ど
は
、
公
共
交

通
が
な
け
れ
ば
移
動
が
制

約
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
交
通
弱
者

が
公
共
交
通
を
利
用
す
る

主
な
目
的
で
あ
る
「
買
い

物
」「
通
院
」「
通
学
」
の

現
状
か
ら
課
題
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

買
い
物
・
通
院
・
通
学

課
題
は
時
間
や
不
便
さ

　
食
料
品
や
日
用
品
な
ど

の
買
い
物
は
、
生
活
を
営

む
上
で
不
可
欠
で
す
。

　
高
齢
化
な
ど
を
理
由
に

地
域
の
商
店
が
廃
業
し
、

町
の
中
心
部
や
隣
接
す
る

市
ま
で
買
い
物
に
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
移

動
販
売
を
利
用
す
る
人
も

い
ま
す
が
、
移
動
販
売
事

業
者
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
通
院
も
生
活
に
不
可
欠

で
す
。
町
内
の
医
療
機
関

に
行
く
場
合
で
も
、
町
民

バ
ス
の
時
間
の
都
合
な
ど

で
１
日
が
か
り
に
な
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
バ
ス
の
主
な
利
用

者
は
通
学
で
利
用
す
る
高

校
生
で
す
。

　
下
校
か
ら
バ
ス
の
時
刻

ま
で
待
ち
時
間
が
長
い
、

居
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
促
進
し

高
齢
者
の
負
担
軽
減

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
と
路
線

バ
ス
の
利
用
促
進
の
た

め
、
バ
ス
運
賃
の
半
額
補

助
を
し
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
の
早
坂
高
原

線
と
宮
古
小
本
線
、
町
民

バ
ス
を
利
用
す
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
対
象
で
す
。

　
65
歳
に
な
る
と
役
場
か

ら
路
線
バ
ス
割
引
証
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
実
績
は
平
成
30
年

度
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。

�

【
グ
ラ
フ−

１
参
照
】

二
次
交
通
な
ど
実
施

交
通
弱
者
の
足
確
保

　
町
の
各
地
域
振
興
協
議

会
で
は
、
交
通
弱
者
の
足

を
確
保
す
る
た
め
、
二
次

交
通
や
交
通
空
白
地
有
償

運
送
事
業
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
実
証
実
験
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
次
交
通
は
、
町
民
バ

ス
や
路
線
バ
ス
を
利
用
す

る
区
間
ま
で
の
不
便
地
域

を
補
う
も
の
。
コ
ミ
タ
ク

小
川
、
久
慈
行
き
バ
ス
、

有
芸
す
ず
ら
ん
バ
ス
な
ど

で
す
。

　
交
通
空
白
地
有
償
運
送

は
、
十
分
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
が
確
保
で
き
な
い
地
域

で
、
特
定
非
営
利
組
織
な

ど
が
行
う
輸
送
サ
ー
ビ

ス
。
大
川
地
区
で
運
行
す

る
通
称
コ
ミ
タ
ク
で
す
。

（
予
約
に
よ
り
自
宅
前
な

ど
か
ら
地
区
内
の
行
き
た

い
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。）

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

実
証
実
験
は
、
安
家
地
区

で
昨
年
９
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
予
約

に
応
じ
て
運
行
経
路
や
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ

せ
て
行
う
地
域
公
共
交
通

で
す
。

�

【
グ
ラ
フ−

２
参
照
】

高
校
生
の
居
場
所

行
き
や
す
い
工
夫

　
岩
泉
高
校
で
は
、
完
全

下
校
の
午
後
６
時
50
分
ま

で
校
舎
な
ど
利
用
で
き
ま

す
が
、
校
舎
内
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
使
用
不
可
。

　

図
書
館
や
町
民
会
館

は
、
W
i−

F
i
が
完
備

さ
れ
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
も

あ
り
利
用
可
能
で
す
が
、

友
人
と
お
し
ゃ
べ
り
し
づ

ら
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。
行
き
や
す
く
工
夫

す
る
な
ど
高
校
生
の
居
場

所
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

【
所
感
】

　
こ
の
一
年
、
交
通
の
調

査
研
究
を
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
が
、
明
確
な
解
決

策
に
至
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
著
し
い

本
町
で
、
公
共
交
通
は
町

民
生
活
に
深
く
関
わ
る
重

要
で
困
難
な
課
題
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
既
存
の
交
通
に
柔
軟
性

を
持
た
せ
る
と
同
時
に
、

交
通
が
必
要
と
さ
れ
る
原

因
へ
の
取
り
組
み
も
不
可

欠
で
す
。

　
多
様
な
生
活
を
守
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
と
す
る

た
め
、
引
き
続
き
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
昌
典

町民会館2階のフリースペース

「シリーズ公共交通を考える」はこれまで３回掲載

◆グラフ―1　路線バス高齢者利用促進補助金の利用実績

◆グラフ―2　安家デマンドタクシーの利用実績

年 30 年度 元年度 2 年度 3 年度
利用件数 2,859 2,606 2,060 1,884
補助金額 2,691,000 2,469,000 1,964,000 1,850,000

年 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2
延べ人数 9 21 23 28 5 16
委託費 46,890 78,150 83,360 93,780 26,050 57,310



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した

「森の町内会—間伐に寄与した紙—」を使用しています。
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　議員と町の皆さんとの分野別の意見交換会を、７
月・８月に開催する予定です。
　現在町議会では、次の改選に向けて、議員の定数と
報酬などの在り方を検討しています。
　皆さんの貴重なご意見を聴かせてください。

町の皆さんの思いを町政へ


